
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 109 

令和 5年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代文 B 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 「精選 現代文 B 新訂版」（大修館書店） 

副教材等 

「キーワード漢字 ２７００」（浜島書店） 

「新訂総合国語便覧」（第一学習社） 

「国語常識のトレーニングノート 国語必携 ライトパーフェクト演習〈三訂版〉

SPI・公務員試験対策収録」 (尚文出版) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・３年生の現代文では、高校までの国語学習の総まとめとして、語彙・読解・表現・コミュニケー

ション等総合的な国語の力を見に付けることを意識します。 

・１２年生での発表や感想文、読書レポートの経験を踏まえた上で、グループワークを取り入れた

取り組みを行います。 

・様々な文章を読むことはもちろんですが、特に近代以降の評論に重点を置き、日本の近現代史に

おける代表的な知性に触れて一端を理解することを目標のひとつとします。 

・評論や近代の文章を理解するために、語彙力を身に付けることも重要です。 

・さまざまな進路に対応するために、副教材や小テストを用いて語彙レベルを高めます。 

・１２年生に比べると、高校生にとっては難解な題材も増えてきますが、辞書や副教材を活用して

国語力の総合的なスキルアップを目指しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

必要な情報を用

い、相手や目的、

意図に応じた適

切な表現による

文章を書き、自

分の考えをまと

め、深めている。 

近代以降の文章

を的確に読み取

ったり、目的に

応じて幅広く読

んだりして、自

分 の 考 え を 深

め、発展させて

いる。 

言語文化及び

言葉の特徴や

きまり、漢字な

どについて理

解し、語彙・知

識を身に付け

ている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 



 

※令和３年度以前入学生用 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

 

学
期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d e 

１
学
期 

評
論
（一
） 

教材： 

「こころは見える？」 

 

○   〇 ◎ 

a:「こころ」のあり方について、

自分の考えと引き比べながら、

読み進めようとしている。 

d:文章の構成や展開を理解し、

文意を正確に読み取ることがで

きる。 

e:「文楽」や「歌舞伎」に関し

て大まかな知識がある。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ,e:記述の確認

及び定期考

査 

 

 

小
説
（一
） 

 

教材： 

「赤い繭」 

 
○   ◎ ○ 

a:小説を読むことを楽しみ、作

品の内容について自分の考え

を深めようとしている。 

d:場面の展開に即して、主人公

の心の移り変わりをとらえて

いる。 

e:作者についての知識をもって

いる。 

ａ：行動の観察 

 

ｄ：記述の確認

及び定期考

査 

 

ｅ：小テスト及び

定期考査 

評
論
（三
） 

教材： 

「心に「海」を持っ

て」 

○   ◎ ◎ 

a:論理の展開のしかたや要旨を

とらえ、教材文論述の優れた

点を読み取ろうとしている。 

d:「心に海を持つ」とはどうい

うことかを、読み取っている。 

e:日本と異文明とのかかわりに

ついて、大まかな歴史的知識

をもち、インターネットの普

及など、現代の社会状況につ

いても適切な理解をもってい

る。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ :記述の確認

及び定期考

査 

 

ｅ：小テスト及び

定期考査 

随
想 

 

教材： 

「浄瑠璃の春」 

 

○  ○ ◎ ○ 

a:教材文の表現を、自身の表現

にも生かそうとしている。 

c:教材文を参考としながら、構

成や表現を工夫して詩や作文

を書いている。 

d:「僕」「妻」「寺の娘」の心

情を的確に読み取っている。 

e:作者についての知識をもって

いる。 

ａ：行動の観察 

 

c,ｄ：記述の確認

及び定期考

査 

 

ｅ：小テスト及び

定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

２
学
期 

評
論
（三
） 

教材： 

「「である」ことと「す

る」こと」 

○   ◎ ○ 

a:筆者の視点の置き方や発想の

おもしろさに興味を持って取

り組んでいる。 

d:「である」と「する」の対比

をとらえ、それぞれの具体例

として何があがっているかを

理解している。 

e:封建社会のあり方や、近代化

による社会の変容について、

おおまかな知識をもってい

る。 

ａ:行動の観察 

 

ｄ：記述の確認

及び定期考

査 

 

ｅ：小テスト及び

定期考査 

評
論
（四
） 

教材： 

「猫は後悔するか」 

 

○   ◎ ○ 

a:言語哲学に関する内容の文章

に興味をもって内容を理解し

ようとしている。 

d:「論理空間」と「分節化され

た世界」との関係がどのよう

なものか、記述によって把握

し、「猫」が「後悔しない」

理由について、的確に読み取

っている。 

e:ウィトゲンシュタインについ

て、大まかな知識がある。 

ａ:行動の観察 

 

ｄ：記述の確認

及び定期考

査 

 

ｅ：小テスト及び

定期考査 

 
 

 
 

小
説
（三 

教材： 

「待つ」 

 

○ 〇  ◎ ○ 

a:作品の構成を把握し、小説を

読み深めるおもしろさを味わ

おうとしている。 

b:「私」が何を待っているかに

ついて、自分の意見を積極的

に述べたり、話し合いに意欲

的に参加したりしている。ま

た、他人の意見を尊重して聞

いている。 

d:「私」が待っているもののイ

メージを把握し、どのような

心持ちで待っているかについ

て理解している。 

e:この作品が書かれた時代の背

景について理解している。 

a,b:行動の観察

及び記述の点

検 

 

d、ｅ: 

記述の確認及

び定期考査 

 
 

 
 

 

小
説
（三 

教材： 

「舞姫」 

 

○  〇  ○ 

a:文語体の作品に興味をもって

取り組み、文章のリズムや響

きを味わいながら鑑賞しよう

としている。 

d:エリスに出会ってからの主人

公の心境の変化・境遇の変化

を読み取っている。 

e:なじみのない漢語などの意味

を、注や辞書を手がかりにし

て理解している。 

ａ、d、ｅ 

:行動の観察及

び記述の点検 
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３
学
期 

小
説
（三
） 

 

教材： 

「檸檬」 

 

○ 〇  ◎ ○ 

a:作品に描かれた美的世界を味

わい、作者の繊細な感性をと

らえようとしている。 

b:作品を読んで考えたことを、

わかりやすく文章にまとめて

いる。 

d:丸善に檸檬を置いてきた「私」

の意図と、その後の「私」の

気持ちを想像している。 

e:作者についての知識を持って

いる。  

a,b:行動の観察

及び記述の点

検 

 

ｄ,e： 

記述の確認と分

析及び定期考

査 

 

 
 

 
 

 
 

 

言
語
活
動 

教材： 

「短歌・俳句」 
○ ◎ ◎  ○ 

a:短歌や俳句の特色を理解し、

興味をもって親しもうとして

いる。 

b:短歌や俳句の特色を踏まえな

がら、「春」の歌を発表する

ことができる。また、人の発

表を傾聴し、感想を伝えるこ

とができる。 

c:心に残る歌や句を選んで、感

じたことや考えたことを、適

切な形でまとめている。 

d:短歌や俳句の歴史・伝統・形

式を理解している。 

e:短歌や俳句についての基礎的

な知識を持っている。  

ａ、ｂ、ｃ、ｅ 

:行動の観察及

び記述の点検 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に

位置付けて○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」

「書くこと」「読むこと」）に関わる観点には◎を付している。 

 

 

 

 


